
※テロワールとは主にワインの世界で用いられる生育地の自然環境による特徴を指すフランス語。

　

醸
造
酒
造
り
に
最
適
な
気
象
条
件
が
そ
ろ
う

福
井
県
大
野
市
。日
本
酒
の
銘
酒
地
と
し
て
有
名

な
こ
の
地
に
は
、「
白
山
や
ま
ぶ
ど
う
ワ
イ
ン
」が

運
営
す
る
ワ
イ
ナ
リ
ー
も
あ
り
ま
す
。

　

白
山
系
山
麓
に
広
が
る
福
井
の
奥
越
地
区
に

は
、
日
本
古
来
の
在
来
種
・
山
ブ
ド
ウ
が
多
く
自

生
し
て
い
ま
す
。「
白
山
や
ま
ぶ
ど
う
ワ
イ
ン
」
の

代
表
・
谷
口
一
雄
は
、
ブ
ド
ウ
の
品
種
の
中
で
は

一
番
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
る

こ
の
山
ブ
ド
ウ
に
魅
せ
ら
れ
て
、
自
家
農
園
で
山

ブ
ド
ウ
を
栽
培
し
な
が
ら
「
白
山
ワ
イ
ナ
リ
ー
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

白
山
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
「
白
山
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク（
生
物
圏
保
存
地
域
）」エ
リ
ア
内
の
阪
谷

地
区
に
あ
り
ま
す
。標
高
差
が
生
み
出
す
寒
暖
の

差
と
源
流
の
清
ら
か
な
水
、山
か
ら
吹
き
下
ろ
す

冷
た
い
強
風
が
高
品
質
の
農
作
物
を
生
み
出
し

ま
す
。こ
の
地
区
に
は
広
大
な
棚
田
が
広
が
っ
て

お
り
、
花
垣
も
こ
こ
で
収
穫
さ
れ
た
酒
米
で
日
本

酒
を
造
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
で
醸
さ
れ
た
白
山

ワ
イ
ナ
リ
ー
の
ワ
イ
ン
と
花
垣
の
日
本
酒
。そ
の

ど
ち
ら
に
も
大
野
の
「
テ
ロ
ワ
ー
ル
」
と
も
言
え

る
独
特
の
味
わ
い
と
個
性
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

清
酒「
花
垣
」の
９
代
目
蔵
元
・
南
部
隆
保
は
、

ワ
イ
ン
の
醸
造
に
造
詣
が
深
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

白
山
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
初
代
醸
造
長
と
し
て
味
の

設
計
に
も
関
わ
り
、
現
在
取
締
役
を
務
め
て
い
ま

す
。醸
造
家
と
し
て
、
並
々
な
ら
ぬ
想
い
を
持
つ

南
部
が
監
修
し
た
「
大
野
の
ワ
イ
ン
と
日
本
酒
」

の
初
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画
で
す
。大
野
の
大

地
が
生
み
出
し
た
「
テ
ロ
ワ
ー
ル
」
の
味
わ
い
を
、

こ
の
頒
布
会
を
通
し
て
ご
堪
能
い
た
だ
け
た
ら

幸
い
で
す
。

城下町の風情が残る大野市・七間通り
にて、酒造りを始めてから１２０有余年。
雪深く寒冷な気候と名水に恵まれた銘
醸地で原材料にこだわり、手造りで目の
届く範囲を丁寧に醸す小さな酒蔵です。

日本古来の在来種・山ブドウが多く自
生する大野市の白山系山麓に自家農園
を作り、山ブドウの栽培を行うとともに、
2000 年に「白山ワイナリー」を創立。日
本の食事に合うワイン造りを目指してい
ます。

(株 )白山やまぶどうワイン
代表取締役 谷口一雄

(株 )南部酒造場
代表取締役社長 南部隆保

白
山
ワ
イ
ナ
リ
ー

南
部
酒
造
場

広大な棚田が広がる
阪谷地区の美しい風景！

熱
き
大
野
の
醸
造
家
に
よ
る

初
の
コ
ラ
ボ
企
画
が
始
ま
り
ま
す
。
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